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平成２７年度島根原子力発電所に係る平常時モニタリング計画 

 

目的 

 県は、県民の安全を守るため、島根原子力発電所に起因する放射性物質による環境への

影響及び住民の線量等の推定、評価を行うため毎年度測定計画を定めて調査を行う。 

 

１． 平成 27 年度環境放射線測定計画 ※トリチウム分析を追加（新しく検出器を導入） 

 

(1)実施機関  衛生環境研究所 

 

(2)空間放射線 

項目 測定地点 測定月 備考 

線量率 

境港市上道町 
米子市河崎 

連続 固定型モニタリングポスト 

境港市渡町 
境港市外江町 
境港市竹内町 
境港市財ノ木町 
米子市彦名町 
米子市和田町 
米子市夜見町 
米子市大篠津町 
米子市旗ヶ崎 
米子市大崎 

連続 可搬型モニタリングポスト 

 

(3)大気中の放射能 

項目 測定地点 測定月 備考 

浮遊じん中の 

α線及びβ線 

境港市上道町 
米子市河崎 

連続 ダストモニタ 
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(4)環境試料中の放射性核種の分析 

測定法と対象核種 

・γ線スペクトロメトリー 

・対象核種：５４Mn、５９Fe、５８Co、６０Co、１３７Cs、１３１I（一部試料のみ） 

区分 試料 採取地点 採取月（予定） 

浮遊じん 浮遊じん 
境港市上道町 
米子市河崎 

毎月 

降下物 降下物 
境港市上道町 
米子市河崎 

毎月 

陸水 

池水 境港市小篠津町 １１月 

水道水（蛇口） 
境港市上道町 
米子市河崎 ５月、１１月 

水道水（原水） 米子市水道局（福市着水井） 

植物 松葉 
境港市幸神町 

米子市夜見町 
１０月 

陸土 陸土 
境港市上道町 
米子市河崎 

７月 

海水 表層水 
葭津地先 ４月、１０月 

大篠津地先 ５月、１１月 

海底土 底質（表層） 
葭津地先 １０月 ※採取月の変更 

大篠津地先 １１月 ※採取月の変更 

農産物 

大根 境港市中海干拓 １月 

白ネギ 境港市中海干拓 １２月 

精米 米子市夜見 １０月 

海産物 

セイゴ 

境港市近海 

１０月 

イワガキ ７月 

ナマコ ３月 

ワカメ ４月 

 

・β線スペクトロメトリー 

・対象核種：３H 

区分 試料 採取地点 採取月（予定） 

陸水 

池水 境港市小篠津町 １１月 

水道水（蛇口） 境港市上道町 

米子市河崎  ５月 

水道水（原水） 米子市水道局（福市着水井） 

海水 
表層水 葭津地先 １０月 

大篠津地先 １１月 



3 

 

(5)測定法及び測定器 

項目 対象 計測試料 分析法 測定器等 

空間放射線 線量率 
 ｴﾈﾙｷﾞ ｰ補償

方式 

NaI ｼﾝﾁﾚｰｼｮﾝ

検出器 

環境試料 

（α線、β線） 
浮遊じん 

捕集フィルター JIS Z4316「ﾀﾞ

ｽﾄﾓﾆﾀ」、JIS 

Z4601「ﾀﾞｽﾄｻ

ﾝﾌﾟﾗ」 

ZnS(Ag)ｼﾝﾁﾚ

ｰﾀ、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｼ

ﾝﾁﾚｰﾀ 

環境試料 

（γ線） 

浮遊じん 捕集フィルター 文部科学省

編「ｹﾞﾙﾏﾆｳﾑ

半導体検出

器によるγ

線ｽﾍﾟｸﾄﾛﾒﾄﾘ

ｰ」 

 

ｹﾞﾙﾏﾆｳﾑ半導

体検出器 

 

降下物 

陸水 

濃縮物 

陸土 

海底土 

風乾物 

海水 吸着物 

植物 生試料（１３１I） 

灰化物（上記以外) 農産物 

海産物（ワカメ） 

海産物（その他） 灰化物 

環境試料 

（トリチウム） 

※追加 

陸水、海水 蒸留物 文 部 科 学 省

編「トリチウ

ム分析法」 

液体ｼﾝﾁﾚｰｼｮ

ﾝｶｳﾝﾀ 
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２． 測定地点図（平成 27 年度） 

(1)空間線量率 

20km

30km

（凡例）

島根原子力発電所

固定型モニタリングポスト

可搬型モニタリングポスト

島根原子力発電所

 

(2)環境試料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定項目 

① 浮遊じん（α、β、γ） 

  地点-A 及び地点-B 

② 降下物 

  地点-A 及び地点-B 

③ 陸水 

  地点-A 及び地点-B 

  地点-C 

  地点-D 

④ 陸土 

  地点-A 及び地点-B 

⑤ 植物 

  地点-E 及び地点-F 

⑥ 海水、海底土 

  地点-G 及び地点-H 

⑦ 農産物、海産物等は、

「(4)環 境 試 料 中 の放

射性核種の分析」の表

参照 

地点－E 
地点－H 

地点－D 

地点－B 

地点－F 
地点－G 

地点－A 

地点－C 
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【参考】平常時モニタリングの強化 

(1) 実施機関  衛生環境研究所、西部総合事務所 

 

(2) 空間線量 

項目 測定地点 備考 

線量率 

SPEEDI 等の情報を参考に決定 必要に応じて、モニタリング車、サーベ

イ車、可搬型モニタリングポスト及び携

帯型サーべイメータによる 

 

(3) 環境試料の放射能 

対象 計測試料 分析法 測定地点 備考 

ヨウ素 
捕集ﾌｨﾙﾀｰ、

ｶｰﾄﾘｯｼﾞ 

文部科学省編「緊

急時における放射

性ヨウ素測定法」 

境港市上道町 
米子市河崎 

ヨウ素モニタによる 

SPEEDI 等の情

報を参考に決定 

必要に応じて、モニタリ

ング車及びサーベイ車に

よる 

浮遊じん 捕集ﾌｨﾙﾀｰ 

JIS Z4316「ﾀﾞｽﾄﾓ

ﾆﾀ」、JIS Z4601「ﾀﾞ

ｽﾄｻﾝﾌﾟﾗ」 

SPEEDI 等の情

報を参考に決定 

必要に応じて、モニタリ

ング車及びサーベイ車に

よる 

 


